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紀要
衣服 の通気性に関す る研 究
一 夏の裏付衣服について －
は じめ に
最近市販されている夏物 婦人服のほ とん どが表地 の材
質如何にかかわ らず裏布をつけて仕立て られている。 レ
ース、ジョーゼッ トなど裏打の必要な場合や棟 能だけで
なく外見上の効果 をね らっての裏打 もあ るが材質に よっ
ては夏着 として の涼 し さに 問 題 を もつ の で は な か ろ うか
と、実験を試みた。そ して夏着 として利用 される裏表 地
の組合せの着用実験 によ り、通気性 の減少等か らどの よ
うな影響があるか皮膚温を測定 し、そ の差 をもって涼 し
表1 試 料 の 諸 元
鹿 瀬 た
さを考え、被服構成上の考察を したい と考 えた。
実験方法
1
a
へ
試料の作成
試料布
試料は今夏市販の主な生地 7種 類 と、裏布用 としては
最初 5 種類ほ どえ らんだが、予備実験 の結果殆 ん ど温度
差が見 られ なか ったためその中で主な ものを 2 種類え ら
んで使用 した。
試料の諸元ほ表 1 に示した。
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図 1 に示 した よ うな形 の ブ ラウ スを 測 定 用 に きめ 背 部
の測定位置（第一脊椎 よ り20cm さが った ところ）を中
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心 として上下15cm 左右20cm の部分を切 りとった。
試料 の諸元 ほ表 1（ j）に示す とお りであ る。
C 各試料 の大 きさ
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」ト肘 30－一－一一一－」（図 2 ）18Cm X 23cm に して ブ ラウ スの 切 りと った部 分 に の せ各試料測定 ごとに1．5cm の重な り代 として上 か らとじつけてお こなった。d 肌着綿 100ク占厚 さ0．3m m の メ リヤ ス編 の キ ャ ミソー ル を使用した。2 誤IJ定条件
。被験者
健康状態良好な女子 1 名
年令40才
身長155．5cm 体重45Ⅸg 体温360c 皮膚温340c
O測定者 1 名
0 測定器具
保温性温度計 T H －503型
（東邦計測器製作所）
0 測定位置
第 一 脊椎 よ り20cm さが った と ころ
0 測定ケ所
上記に示した位置で試料の裏（a），肌着の裏（b），皮膚温
（ e）の三 ケ所 を同時 に測定 した。
0 測定時期
昭和46年 7 月24 日～28 日
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時刻 午前10時～12時 午後 2 時～ 4 時
。測定回数
同一場所 を 1 回測定後15分経過 してか ら再び測定 しこ
れを 3 回 くり返 し平均値を算出 した。
。室内条件
恒温恒湿の室が得 られないためなるべ く変化の少い室
と時間をえ らんだ。
室温 26．50c～28．10c 湿度 66～68％
気流速度 2．5m ／SeC
室内測定のために風速ほ扇風機を使用して測定した。
どの位が適当であるかは予備実験 をお こな い 距 離 ， 高
さ，強 さをいろいろ と変 えてみた 。
その結果2．5m ／SeC以下では試料の表裏に殆ん ど温 度
差が生 じなか った。そのため温度 差のみ られる数 値 2．5
m ／SeC ときめてお こな った。 なお気流 測定 には乾 カ タ寒
暖計を用いた。そ して次式に よって速度を求めた。
Ⅴ 昔－0・132 F … カ タ常 数（m illトcalorie ／Cm 2）
0・47 ／ T …冷却時間（SeC）
昔 ≧0・60の場合 H ＝÷ ：カタ冷却力
（m illトcalorie／cm 2／sec）
t …気温（Oc）
♂…3 6．5 － t ：カタ平均 温度 と気
温の差
Ⅴ…気流速度 （m ／SeC）
0 この測定 紅置は扇風機 よ り3．5m はなれた場所 で 扇 風
機の中心風の高 さは床 よ り40cm であった。
3 測定方法
a 試料のみの測定
前述の状態の位置で試料のみの温度差を計測して通気
性の大小を比較した。
b 着装実験
被験老 は前述 の肌着 の上に実験用 のブ ラウス着用 し，
保温計の素子を（a）（b）（e）の三 ケ所 にセ ロテープで とめ扇風
機の中心風 が測定位置 にあたる ように背 を向けて正座 後
2 0分経過 してか ら測定 し針が静止 した 目盛 を 読 み と っ
た。
この方法 で表地 のみの場合（1），表地 十サマージ ョーゼ
ッ トを重ね た場合（2），表地 十 ゴースを重ねた場合（3）の 3
種について測定した。（表 2 参照）
（試料はデ シケー ター内に一週間放置 後測定 した）
結果 お よび考察
0 試料のみの測定結果
試料のみの裏側を測定 した結果を蓑 2（試料のみの欄）
に示 した。 この表か ら試 料その ものの湿度差 を み る と
（A ～ G ） C ，G ，E ，B ，F ，D ，A の順に大 とな りA は C
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の3 倍もの差 を示 している。
即ち温度差 が大 きい もの程通気 性は小であ る と云 え
る 。
裏地の場合は （H ，Ⅰ） Ⅰの方 が差 は小であ りH は Ⅰ
の2 倍にな っている。即ち Ⅰの方 が通 気性ほ大 である。
0着装状態における測定結果
a 表地のみの場合
着装状態に して（1）（2）（3）の三 ケ所 を測定 した結果を表 2
（表地のみ）に示 した。
この裏か ら（1）の温度差 は F ，E が小であ りD ，B ，G ，A
の順に大 とな り皮膚 温ほA の場 合が一番 低 く E ，B ，F ，
G は同温度で これにつぎD ，C ，と高い温度を 示 し て い
る。
試料のみの状態 で測定 した結果 と比較 する と着装状態
●
では連 な結果 が出ている。即 ち C は（1）の温度差 も他に比
し大であ り（3）の温度 も一番 高 くなっている。一方試料 の
みの状態で大であ ったA ほ（3）の温度が一番低い温度を示
してお り通 気 性 も大 で あ る 。
b 表 地 十サ マ ー ジ ョー ゼ ッ ト
表地の衰にサマージ ョーゼ ッ トを重ねて（1二（2）（3）の三 ケ
所を（a）と同 じ状態で測定 した結 果を表 2 （表 地 ＋サマー
ジョーゼ ッ り に示 した。
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この表 から（1）の温度差は D の場合が小 で あ り C ，F ‘
B ，G ，A の順に大 とな りE ほ最大 とな っている。（3）の温
度を比較 してみ る とD の場合が一番低 く C ，A ，F ，B の
順に高 くな りE ，G ほ最高を示 して いる。即ち この場合，
D が通気性 ほ大 である。
C 表地 ＋ ゴース
表地の裏に ゴースを重ね て（1）（2）（3）と上 記 と同じ く測定
した結果 を表 2 （表地 ＋ ゴース） に示 した。 この表か ら
（ 1）は F が一番差 は小 であ りD ，B ，C ，A の順に差が 大 き
くな りE と G は最 も大 と な って い る。（3）を 比 較 して み る
とD が 低 くE ，F ，B ，C の 順 に 高 くな りA ，G ほ最 も高 く
なっ て い る。
0 全体 を とお して考察 してみ ると試料その ものの場合 に
は温度差が少 くて通 気性は大であ って もそれが着装状態
とな る と必 ず し も試 料 の ま ゝの結 果 とほ同 じ に な ら な
い。 C の場合試料 のみ での測定結果ほ温度差 が少 く通気
性ほ大 であるといえたが着装状態に して測定 した結果 ほ
逆に温度差 が大 とな り皮膚温 も最高になっている。 これ
は密度 ほ粗 いが紬風 なふ しのある織物 にしてあ り，たて
糸よ こ糸 に多 くの毛羽があ る為 と考 え られ る。
O Eの場合（2）の重ね方と（3）の重ね方でほ（3）の重ね方の方
が皮膚温は低 くな っている。
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。G ほ試料のみの場合にほ温度差が小で通気性ほ大であ
ったが着装状態で（2）（3）とそれぞれ重ね ることに よって皮
膚温は高 くな り通 気性 が小 となっている。
測定部位別 に温度 を比較 してみ る とC ，D を除い て は
各部位 とも（2）の場合が温度 ほ高 くC は（1）の場合が高 く（2）
の場合は低 くな っている。D は（1）が高 く（2）（3）ほ大差が な
かった。
表 3
宗簑去韓 芸濃 錦 鮭 羞肌着裏 と皮
膚温 の 差
（ 1 ） t 2 ．6 2 ．9 6 ．5 1 3．6
（2）王．9
3 ．5 】 6 ．1 1 2 ．6
（ 3 ） 1 1 ．6 1 3 ．2 】 7 ．2 】 3 ．0
け）1 2 ．2 l 2．5 1 6 ．1 1 3 ．6
（2 ）l 2 ．2 1 3 ．3 1 6 ．1 1 2 ．8
（3 ）
（ 1）
1．5王3 6 ．6 1 3 ．3
3 ．3 1 2 ．3 4 ．9 1 2 ．6
（2 ）1 2 ．0 3 ．O 1 5 ．3 1 2 ．3
（ 3 ） 1 1・ 5
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（3）l  l ． 2 Ⅰ 2 ． 0 1 5 ． 2 】 3 ． 2
（ 1） 】 1 ．3 1 2 ．6 1 6 ．3 1 3 ．7
（2）13．O  t 4 ． 7 王 2 ． 7
（3）1 2 ．1 1 2 ．1 5 ．1 3 ．0
（1）．2′38 6 ．2 2 ．4
（2 ） 】 2 ．1 l  l ． 8 l 5 ． 2 l 2 ． 4
（3 ）1 1 ．O 1 2 ．4 】 6 ．0
（ 1） l 2 ．5 2 ．4 】 4．9
2 ．6
2 ．5
（2 ）】 2 ．8 2．146事
（3 ）1 2 ．1 1 2 ．7 1 5 ．1 】 2 ．4
註（1）…表地 のみ （2）…表地 ＋サ マージ ョーゼッ ト
（3）…表地 ＋ ゴース
a  b ca  b ca  b c
A  B  C
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（ 図 3 ）
要約
。裏地 をつけることに よって皮膚温は一般 に上 昇する。
。E （レース〔綿100％〕）は裏打をする場合（2）のサマー
ジョー ゼ ッ トと重 ね る よ りも（3）の ゴ ース と重ね た 方 が通
気性ほ大 である。
。B （ジ ョー ゼ ッ ト〔 ポ リエ ステ ル 100 ％〕） は（2）（3）どち
らの場合 も差 はみ られなか った。 したが って表地 とよ く
なじむ ものを重ねた方が よいのではなかろ うか。
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b
ー表地 の み
一－－－－－一表 地 ＋サ マー ジ ョーゼ・ソト
・ー－・－表地 十 ゴー ス
表地裏
肌着裏
c －‥－－一皮 膚温
F  G
O F （ポー ラー 〔毛100％〕）は裏をつけて も試料のみの
場 合 と大 差 がな いの で B の 場 合 と同 じ よ うに 表 と よ くな
じむ もの をえ らぷ と よい 。
。C （麻〔麻35％綿65％〕）ほ表地のみの場合の方 が裏
を重ねた時 よ りも皮膚温が高 くなってい る。
これは織物に毛羽 とふ しがあ るためでほないか と思わ
れ る。
又サ マージ ョーゼッ トを重ねた場合 ほ （キュプ ラ100％）
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であるため吸湿 性に とむ繊維 で皮膚温 も（2）の ゴース〔ポ
リエステル100ク占〕 を重ねた場合 よ りも低いのでほ な い
かと考 え られ る。
。G （綿サテン） は（1）の表地だ けの場合通気性は大であ
るが裏をつける ことによって皮膚温 は上昇 し通気性ほ小
となるため涼 しく着 るには裏打 は好 まし くない。
我 々が常識 的に綿麻 な どほ比較的通気性 が大 であると
考えられていたが，織物 の組織 の相違織物の密度繊維の
表面構造，仕上 げ加工 な どによ り変化す ることがわか っ
た。二枚の布を重ねた場合には，それぞれの布が粗いE
の（3）の状態 で通気性の大な る結果が顕著であ った。
それに反 して表地の密度組織の異 るG の場合ほ裏が何
れの場合の重ね方 で も通気性ほ小 にな ってい る。
2 3 1 2 3
F  G
今 回おこな った実験布は市販 の ものを求めたにすぎな・
いため仕上げ加工法な どが明瞭に されていない事 ほ残念
であった。
最 後にこの研究にあた り杉原房子 ，横山綬 子両教 授に
終始御意切な る御指導を］頁きました ことを厚 く御 礼中上 ．
げます。なお測定にあたって被服専攻卒業生岡村すみ枝．
さんに御 協力頂 き ました事 あわせて御礼申上 げ ます。
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